
オジロワシ・オオワシ保護増殖事業の 
取り組みと課題 

～特にバードストライク問題について～ 

釧路自然環境事務所 
野生生物課　課長補佐 

小野　宏治 



種数 
Species 

事業計画 
Program 

うち、道内 
In Hokkaido 

哺乳類　Mammals 5 4 0 
鳥類　Birds 38 15 6 
両生類　Amphibians 1 1 0 
は虫類　Reptiles 1 0 0 
魚類　Pisces 4 4 0 
昆虫類　Insects 15 9 0 
植物　Plants 26 16 1 
合計　Total 90 48 7 

種の保存法による国内希少野生動植物種 





オジロワシ　Haliaeetus albicilla 
・ヨーロッパからアジア地域にかけて広く分布 
・保護の成果もあって世界的に増加傾向 
・国内でも繁殖つがいは増加しているが、一方で繁殖成績はかなり悪化 
・近年の白木氏等によるDNA解析で、道内個体群の独自性が高いことが判明してきた 

分布図はウィキペディアより引用 



オオワシ　Haliaeetus pelagicus 
・ロシア極東から朝鮮半島、中国に分布 
・総個体数は4,600～5,100羽と推定(IUCN) 
・日本は主要な越冬地  

分布図はウィキペディアより引用 









現在の河川や湖沼 

餌資源豊富な自然河川等 

自然性＆人為的 
餌資源の把握 

個体分布、 
利用の把握 







漂着海獣類 

漂着魚類 

エゾシカ 

サケ 

海鳥 
・オオセグロカモメ 
・セグロカモメ 
・ウミネコ 
・ミツユビカモメ 
・ハシボソミズナギドリ 
・ハイイロミズナギドリ 
・フルマカモメ 
・ハシブトウミガラス 
・ウトウ 

スケトウダラ 

ウグイ 

カモ類 

陸鳥 
・ハシブトガラス 
・ハシボソガラス 

漂着海獣類 

カモ類 

氷下待網漁 

港・加工場からの残滓 

エゾシカ残滓 

餌やり 

エゾシカ 



自然性＆人為的 
餌資源の把握 

個体分布、 
利用の把握 
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オオワシの傷病要因（H14.4.1～H25.3.4） 



鉛中毒死したオオワシ 







感電防止対策について、事業者との現地検討 
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H25.3現在 

・道内24件約850基 
（方法書、準備書、実証実験実施案
件、報道等を含む） 

・東北12件251基 
（準備書で示されている計画のみ） 



このほか、道
内日本海側に
500基規模の
計画 

アセス案件事業の位置や規模に
ついては正確でない場合がある 



アセス案件事業の位置や規模に
ついては正確でない場合がある 



このほか、浜中に
23000kWの計画 

アセス案件事業の位置や規模に
ついては正確でない場合がある 



アセス案件事業
の位置や規模に
ついては正確で
ない場合がある 

準備書で示さ
れている計画
案件のみ掲載	


